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2010年の夏に日本の平均気温が, 気象庁の統計開始

以来の最高記録となりました. 日本では多くの人が熱

中症で亡くなり, 熱中症の予防法や対処法が頻繁に報

道されました. 地球温暖化に伴い, 日本の気温が過去

100年間に次第に上昇してきたのは確かです. しか

し, 2010年の夏の日本付近の気温偏差は温暖化の上昇

幅と比べて非常に大きいため, 地球温暖化以外の原因

があったと思われます. 日本の外では, 2010年の夏

は, ロシアの熱波, パキスタンの大雨など, 地球規模

で異常気象と呼ぶべき変動が多数起きていました. 地

球の大気は一つに繫がっているので, ある場所の異常

気象が他の場所の異常気象を引き起こすことがありま

す. 本書は, 最新の研究成果を基に, 2010年の夏の

様々な異常気象の実況, 要因, 予測に関する科学的知

見について詳細にまとめました. 本書が今後起こりう

る極端な気象現象や異常気象の原因解明と予測に役立

つことを期待します.
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